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放射線科 診療科長 扇谷
おうぎや

 芳光
よしみつ

 

患者さんの立場に立って、真心を持って、

最善の選択を常に熟考し、診療にあたる人 

好きな言葉 

画像診断は比較的新しい分野であり、 

臨床各科の新しい要求に応える努力を 

継続するように心がけています。 

あなたにとって医療人とは 

２０１９年４月１日より昭和大学病院放射線科の診療科長を拝命いたしました、扇谷芳光（おうぎ

や よしみつ）と申します。放射線科は、全ての診療科の CT、MRI、核医学検査といった画像検査

を担当する診療科です。また、血管造影や Interventional Radiology（IVR）も行っています。IVR

とは、X 線、CT、超音波などの画像診断装置で体内を見ながら、細い医療器具（カテーテルや針）を

用いて、標的となる病気の治療する手法です。診療放射線技師、看護師とともに多職種チーム医療を

実践し、質の高い画像診断、IVR を提供できるように努力していきたいと思います。 

診療科の今後の方針 
今後も、診療放射線技師、看護師と協力して、患者さんが安全に CT、MRI、RI といった画像

検査を受けて頂けるように努めます。また、検査で得られた画像を迅速に読影し、主治医に画像

検査のレポートがいち早く届くように心掛けてまいります。各科とのカンファレンスに参加し、

患者さんの治療方針を他科の医師と一緒に議論することで、診療の質の向上に貢献していきま

す。CT・MRI・RI の画質の改善、造影剤の減量、被曝低減などを研究し、患者に優しい検査の実

現を目指してまいります。IVR に関しても、各科とカンファレンスを行って、最善の治療方針を

決定していきます。画像検査同様に、血管造影、IVR に関しても、診療放射線技師、看護師と 

力を合わせて、安全に血管造影、IVR が行えるように努めてまいります。 

埼玉県鷲宮町（現在の久喜市鷲宮）生まれ 

1995年 昭和大学医学部卒業 

1999年 昭和大学大学院医学研究科 内科系放射線医学修了 

2002年 昭和大学医学部放射線医学教室 助手 

2004年 米国ニューヨーク州ロチェスター大学放射線科 留学 

2009年 昭和大学医学部放射線医学教室 講師 

2016年 昭和大学医学部放射線医学講座 放射線科学部門 准教授 

2019年 昭和大学医学部放射線医学講座 放射線科学部門 教授 
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現在、糖尿病・代謝・内分泌疾患の治療はかなり標準化が進んで

おり、特殊検査も少ないため、他院との差別化を図り、多くの患者さんを集め、病床稼働率を高め

ていくためには、特色ある医療を提供しなければならないように思います。そこで、今後は、私が

長年携わってきた糖化した老化タンパク質（AGEs; Advanced Glycation End products、終末

糖化産物）を標的とした先進医療を行い、新機軸の健康長寿を支える医療も展開していきたいと考

えています。つまり、昭和大学病院による包括的なチーム医療を軸とし、ウェルエイジングを目指

したリスク管理を題目に未病の患者さんをより多く拾い上げ、入院患者数の増加と病床稼働率の向

上につなげていくつもりです。幸い、体内に蓄積した AGEs は、厚労省から認可を受けた医療機器

により容易に測定することができます。また、食事や生活習慣の乱れにより AGEs が蓄積すると、

糖尿病だけでなく、心臓病、アルツハイマー病、骨粗鬆症、癌、睡眠無呼吸症候群、不妊、肝臓病、

腎臓病、歯周病など様々な老年病や死亡のリスクが上昇することが大規模臨床研究の結果によって

示されています。AGEs を測ることで、患者さんに体内の老化度を「見える化」してあげ、AGEs

をため込まない生活習慣を指導しながら、AGEs が関連する各種老年疾患のスクリーニングを入院

期間内におこなうことで、より多くの患者さんの診療に携わっていければと思っております。 

就任のご挨拶 糖尿病・代謝・内分泌内科 診療科長 山岸
やまぎし

 昌一
しょういち

 

患者の悩みを取り除ける人 

堅忍不抜 

２０１９年４月１日付で昭和大学病院附属東病院糖尿病・代謝・内分泌内科の診療科長に就任いた

しました山岸 昌一（やまぎし しょういち）と申します。私は、これまで一貫して糖尿病をはじめと

する代謝内分泌疾患の管理、治療に携わって参りました。未曾有の高齢化社会を迎えた我が国におき

ましては、欧米的なライフスタイルの普及とも相俟って、肥満、糖尿病などの代謝内分泌疾患を抱え

た患者数が増加の一途をたどっています。そして、これらの生活習慣病を抱えた方の多くが癌や心臓

病で命を落としたり、骨粗鬆症やアルツハイマー型認知症が原因で寝たきり状態に陥ったりしてい

ます。昭和大学には、医学部以外に歯学部、薬学部、保健医療学部もございますので、多くの診療科

の先生方からご指導をいただきながら、全科集学的、異職種横断的なチーム医療を実践して地域医療

の充実を図るとともに、国民の健康長寿の実現に少しでも寄与できるような糖尿病・代謝・内分泌内

科を作り上げていきたいと考えております。是非、多方面からのご助言、ご指導を頂ければと思って

おります。宜しくお願い申し上げます。 

あなたにとって医療人とは 

好きな言葉 

診療科の今後の方針 

１９６３年１月 新潟県上越市生まれ 

１９７９年   特発性血小板減少性紫斑病（ITP）により 

        高校２年生の時、１年留年 

１９８１年   ITPにより摘脾 

１９８３年   金沢大学医学部医学科入学 

１９８９年   金沢大学医学部医学科卒業 

１９９３年   金沢大学大学院医学研究科博士課程修了（内科学専攻） 

１９９６年   金沢大学医学部講師 

２０００年   米国アルバートアインシュタイン医科大学留学 

２００１年   久留米大学医学部内分泌代謝内科講師 

２００３年   久留米大学医学部心臓血管内科講師 

２００８年   久留米大学医学部 

        糖尿病性血管合併症病態･治療学教授 

２０１９年   昭和大学医学部内科学講座 

        糖尿病・代謝・内分泌内科学部門教授 
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AGE リーダーによる非侵襲的測定 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○と言えば昭和大学病院 

 

私達の強み 

｢健康寿命を目指した糖尿病治療｣ 

糖尿病・代謝・内分泌内科では、食事・運動療法を含めた包括的な糖尿病診療

を行っており、健康で自立して生活できる期間（健康寿命）をできるだけ延ば

すことを心がけております。 

  

といえば 

特徴１：終末糖化産物（AGEs）の簡便な測定 

AGEs が蓄積すると、老化が進行し寿命が短くなることが報告されています。 

当院では、AGEs を非侵襲的・短時間で測定できます。 

特徴２：ウェルエイジング※を目指した治療 

AGEs を蓄積させないような食事・生活指導を行い、患者本位のエビデンスに 

基づいた糖尿病治療を行います。 

特徴３：老年病疾患の包括的なスクリーニングと管理 

糖尿病のみならず、悪性腫瘍、認知症、骨粗鬆症、睡眠時無呼吸症候群、歯周病など 

の疾患を発見し、他診療科と連携して管理・治療に努めます。 

 

※「ウェルエイジング」＝健康に自立して年齢を重ねること 

糖尿病･代謝･内分泌内科 

診療科長 

山岸 昌一 
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○○と言えば昭和大学病院 

 

私達の強み 

といえば 

｢胸部異常陰影｣ 

 呼吸器外科 

診療科長  

武井秀史 

日本胸部外科学会指導医 

呼吸器外科専門医 

呼吸器・アレルギー内科 

診療科長 

相良博典 

日本呼吸器学会呼吸器 

専門医・指導医 

肺がん疑い、肺浸潤陰影、あらゆる胸部異常陰影に対応いたします。 

●呼吸器・アレルギー内科 初診外来：月〜土曜日（8:30〜11:00） 

●呼吸器外科       初診外来：月・水・金（8:30〜11:00） 

 

特徴１：診断から治療まで迅速な対応が可能 

呼吸器専門医が多数在籍、肺がん、肺感染症も含めて初診時から治療を目指した 

正確かつ迅速な診断を行います。 

特徴２：迅速で柔軟性のある手術 

内視鏡手術から拡大手術まで、患者さんをお待たせすることなく､速やかに手術を

行います。ロボット支援下手術も導入予定です。 

特徴３：呼吸器センターによるシームレスな医療        

呼吸器内科・外科専門医が初診から連動して診療にあたることで､内科と外科の枠

を越えた診断・治療が可能です。 
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患者さんからよく聞かれる質問で、「ジェネリック薬品って最近よく

耳にするけどちゃんと効くの？」と質問されます。ジェネリックとは

「一般的な」という意味で、「ジェネリック医薬品」とは一般的に広く使用され、

効能や安全性が確立された医薬品の事を意味します。 国家予算の中で年々医療

費が膨らみ続けている昨今ジェネリック医薬品は医療費削減の効果があると期

待されており、国も使用を推進しているお薬です。 

お知らせ 

羽ばたけ期待の医療人 No.14「理学療法士」  

 

昭和大学旗ヶ岡盆踊り大会 開催のお知らせ 

今年度も昭和大学旗の台キャンパスで大学の関係者と

地域の方々との交流を目的とした 

『昭和大学旗ヶ岡盆踊り大会』 

を開催します。当日は模擬店やゲームなどの屋台が並ぶ

予定です。浴衣でお越しになる方も多く、毎年大変盛り

上がるイベントですので、是非ご参加ください。 

※内容は変更となる可能性がありますので、ご了承ください。 

昨年度の様子 

開催日時 

 

2019 年 7 月 26 日（金）  

18 時 00 分〜21 時 00 分  

※例年、2 日間の開催でございました

が、今年度は 1 日のみの開催となりま

すので、注意下さい。  

今月は「 １年目 理学療法士 」の北島峻樹（きたじま としき）さんをご紹介します。 

患者さんからよく聞かれる質問で、「ジェネリック薬品って最近よく

耳にするけどちゃんと効くの？」と質問されます。ジェネリックとは

「一般的な」という意味で、「ジェネリック医薬品」とは一般的に広く使用され、

効能や安全性が確立された医薬品の事を意味します。 国家予算の中で年々医療

費が膨らみ続けている昨今ジェネリック医薬品は医療費削減の効果があると期

待されており、国も使用を推進しているお薬です。 

 物品管理や環境整備などの施術以外の仕事から教えて頂き、新人同期で協力して

業務に励んでいます。免許が来てからは、患者さんを担当し始め、先輩方から指導

してもらいながらリハビリテーションセンターや病棟で施術をしています。またカ

ンファレンスにも参加し、チーム医療を肌で感じています。 

 

 

 

高校２年生の夏にケガをし、部活動に参加出来ない時期があり、その際トレーナ

ーさんに声をかけて頂き、マッサージやテーピング技術を学びました。しばらくし

て偶然、理学療法士という職業に出会い、このような職業で働きたいと興味を持ち、

志しました。昭和大学に入学後、病院実習をしているときの魅力に惹かれ、大学病

院に就職しました。 

 

。 

 

 

【北島 峻樹さん】 

患者さんやスタッフから頼られる理学療法士を目指しています。そのためにも、日々精進し、知識・技術・

コンピテンシーの向上に努めたいと思います。まずは、オールラウンドに患者さんを担当することで経験を

積み、素晴らしい先輩方の背中を追いかけたいと思います。そして、いずれ追い越せるよう、専門性を持っ

て励んでいきたいです。 
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お知らせ 医師の配属・異動・退職について 

新規配属医師 

 

異動 

 

お知らせ 中央棟１階正面玄関飾りつけについて 

中央棟 1階正面玄関の飾りつけを行いました。今後も季節に沿って、飾りつけを変えていく予定です。 

ご来院の際に、ぜひご覧ください。 

 

～～6 月のテーマ「梅雨」～～ 

【他施設から】 

・堀池 篤（腫瘍内科） （がん研究会有明病院から） 2019 年 7 月 1 日付 

・細川 幸希（麻酔科） （北里大学医学部麻酔科学から） 2019 年 7 月 1 日付 

・庄野 敦子（麻酔科） （島根大学医学部附属病院麻酔科から） 2019 年 7 月 1 日付 

・金本 嘉久（産婦人科） （船橋中央病院産婦人科から） 2019 年 7 月 1 日付 

  

【附属施設から】 

・中川 智絵（産婦人科） （藤が丘病院産婦人科から） 2019 年 7 月 1 日付 

・中條 敬人（脳神経外科） （藤が丘病院脳神経外科から） 2019年 7 月 1 日付 

・當重 明子（眼科） （藤が丘リハビリテーション病院眼科から） 2019 年 7 月 1 日付 

・冨岡 幸大（消化器・一般外科） （横浜市北部病院 消化器外科から） 2019 年 7 月 1 日付 

・及川 愛（リウマチ・膠原病内科） （藤が丘病院腎臓内科から） 2019 年 7 月 1 日付 

・鈴木 洋久（精神神経科） （横浜市北部病院精神神経科から） 2019 年 7 月 1 日付 

・境井 尚大（皮膚科） （藤が丘病院皮膚科から） 2019 年 7 月 1 日付 

 

【新規採用】 

・森川 友喜（腎臓内科）  2019 年 7 月 1 日付 

【附属施設へ】 

・三澤 亜純（産婦人科） （横浜市北部病院産婦人科へ） 2019 年 7 月 1 日付 

・小﨑 遼太（循環器内科） （江東豊洲病院循環器内科へ） 2019 年 7 月 1 日付 

・加藤 由花（皮膚科） （藤が丘病院皮膚科へ） 2019 年 7 月 1 日付 

・佐々木 駿（皮膚科） （江東豊洲病院皮膚科へ） 2019 年 7 月 1 日付 

・石橋 智（皮膚科） （江東豊洲病院皮膚科へ） 2019 年 7 月 1 日付 

 

退職 

 ・岡松 伸明（整形外科）  2019 年６月３０日付 
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2019年7月掲載分

ご意見・ご要望の内訳

昭和大学病院・東病院総件数

89件

態度・接遇
診療内容
予約
待ち時間
食事
会計システム
売店
環境（清掃･設備備品･エレベーター)
環境（駐車場)
感謝
その他

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望 回答 
回答

部署 

診察をパソコンだけでなく血圧と胸の状

態を診て頂きたいと思います。前任の先生

はきちんと応対して頂きました。不安です

ので、お願いしたいと思います。 

 この度は不安な思いをさせてしまい、大変申し訳ご

ざいません。今後このようなことのないように、真摯

に診察にあたらせていただきます。 

 貴重なご意見ありがとうございました。 

循
環
器
内
科 

糖尿病内科の先生並びに看護師の皆様に

は、入院中大変お世話になりありがとうご

ざいました。糖尿病の怖さ、どう向き合っ

ていく必要があるのかを丁寧に教えていた

だいたことは大変良かったと感じました。

また、退院後の負荷も充分考慮いただいた

治療法についても提示いただき、助かりま

した。ひきつづきよろしくお願いいたしま

す。 

患者さんが糖尿病に対して少しでもご理解して頂け

たこと、嬉しく思います。今後も患者さんに寄り添っ

た対応を心掛け、スタッフ一同努めてまいります。 

貴重なご意見ありがとうございました。 

糖
尿
病
・
代
謝
・
内
分
泌
内
科 

患者さんのご意見・ご要望 

63

84

68

97

82

65

78 77
76

72
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大学病院・東病院（2019年度）
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ご意見・ご要望につきましては、メールアドレス：tayori@ofc.showa-u.ac.jp までお願いいたします。 

病院広報委員会委員： 稲垣 克記、大嶽 浩司、岡崎 靖子、五藤 哲、佐藤 久弥、白井 敦、鈴木 隆、 

鷲見 賢司、富田 英、中村 清吾、樋口 恵子、水庭 隆史、山岸 昌一、結城 祐磨、

吉田 仁、渡辺 愛理、渡邊 聡（50 音順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
編集後記 

昭和大学病院・附属東病院の理念 昭和大学病院・附属東病院の基本方針 

・患者本位の医療 

・高度医療の推進 

・医療人の育成 

・患者さんと共にチーム医療を実践する。 

・特定機能病院及び地域の基幹病院として高度急性期医療を推進

し、質の高い医療を提供する。 

・教育病院としての機能を充実し、質の高い医療人の育成を行う。 

・人間の尊厳及び人権を守りつつ、高度な臨床研究を実践する。 

 

イベント情報 院内コンサートについて 

 

【昭和大学病院 第 94 回院内コンサート】 

ついこの間まで「寒い、寒い」と言っていたのにもう夏です。最近はクールビズでネクタ

イを外すのが許されるようになりましたが、それでも暑い夏には変わりありません。幸いな

ことに日本には夏を楽しく涼しく過ごす伝統的な方法がたくさんあります。例えば風鈴、う

ちわ、すだれ、浴衣、打ち水、麦茶、かき氷、そうめん、七夕、盆踊り、打ち上げ花火など

など。私はここ数年夏の暑さに勝てないのがわかったので、夏が早く終わって欲しいと願う

よりも夏そのものを楽しみたいと思います。 

昭和大学病院  呼吸器外科  鈴木
す ず き

 隆
たかし

 

日時：2019 年 7 月 20 日（土）17：00～17：45 

場所：昭和大学病院 中央棟 1 階ロビー 

出演：雅とクワイヤー（合同コーラス） 


